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あらまし ウォーキングを継続するためには，友人との競争などソーシャルサポート機能が重要とされており，自治
体や会社で，ウォーキングイベントを開催することも多い．しかしながら，こうしたイベントは，紙を配り，自己申
告を行うといったものが多く，結局個々のイベントになってしまい，ソーシャルサポート機能が働かないという問題
がある．一方，歩数アプリによっては，友だち同士で機能を有するものもあるが，仲の良い友達以外とは繋がらない
という問題がある．現実的には，部署単位，支店単位でで実施したい，ランキングの区間を 1週間や 1ヶ月など柔軟
に設定したい，競い合っている状況をアプリではなくサイネージなどの公共空間に表示したい，といったさまざまな
要望がある．そこで我々は、Walkusというフレキシブルなソーシャルサポート機能を有したウォーキング支援プラッ
トフォームを開発した．このプラットフォームでは、さまざまなグループを設定し，そのグループ内でウォーキング
を競い合うことができる．また，ライフログ機能によって、自身の運動を振り返ることができる．さらに，APIを通
じて，グループ内のランキング情報を外部のシステムに表示するといったことも可能となっている．
キーワード ウォーキング, ソーシャルサポート, ライフログ, 行動変容支援システム
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Abstract To keep the walking habit, social support functions such as competition among friends is important,
and local governments and companies often hold walking events. However, many events still use a paper for self-
-reporting. It means those events become an individual event without social support. Therefore, we developed a
walking support platform called Walkus with flexible social support function. In this platform, you can set various
groups and compete walking in the group. Also, the life log function allows you to look back on your own movement.
Furthermore, it is also possible to display ranking information in a group on an external system through the API.
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1. ま え が き

身体活動量が多い人は，死亡率や生活習慣病の罹患率が低い
こと [1]，また，身体活動がメンタルヘルスや Quality of Life
（QoL）の改善に効果をもたらすこと [2]，そして，高齢者にお
いては寝たきり予防の効果があることが示されている [3]．日常
生活の中で，身体活動量を増やす手法として最も簡単なものが
歩行を意識することであり，理想的には，1日 10000歩以上歩
くことが推奨されている [4]．しかしながら，厚生労働省が実施
した平成 29年国民健康・栄養調査結果（注1）によると，歩数の平
均値は男女それぞれ，6846歩と 5867歩であり，この 10年間
ほとんど変化してないことがわかる．
そのため，さまざまなところ（国，自治体，会社など）で，
身体活動量を上げることを目的としたウォーキングイベントが
開催されている．大規模な事例としては，2014 年から 3 年間
に渡って実施された「複数自治体連携型大規模健幸ポイントプ
ロジェクト（注2）」が挙げられる．このプログラムでは，1 日の
歩数やお出かけ，検診，健康機器の利用などにポイントが付与
され，最後にそのポイントを景品と交換できる仕組みになって
おり，6市の 12600人が参加したと報告されている．企画には
タニタの「からだカルテ（注3）」を利用し，Web上で運動量の可
視化とポイント管理機能が提供されているが，一般的に，こう
した企画では，コストや参加者の ITリテラシの観点から，歩
数計を配布し，紙の申告シートに日々の歩数を記入して提出す
る形式が多い．一方，ICT 技術の進展により，近年のスマー
トフォンには，歩数計の機能が内蔵されるようになっている．
また，歩数や心拍を計測できるスマートウォッチも低価格が進
んでおり，歩数計と同価格あるいはそれよりも安価に購入でき
るようになっている．シンガポールが国家を上げて開催してい
る，ウォーキングイベント National Step Challenge（注4）では，
スマートウォッチが無償で配布されていた時期もあった．
このように，スマートフォンやスマートウォッチ（以降，両
者を合わせてデジタル機器と呼ぶ）を用いたウォーキングの利
点としては，歩数計の持ち忘れや電池切れが少ない（スマート
フォンは毎日充電し，常に携行するため），アプリ上にウォーキ
ングの状況を可視化できる，記録の手間が要らない，プッシュ
通知によって気付きを与えられる，ゲーム性を持たせること
ができる，と言ったことが挙げられる．特に，ゲーミフィケー
ション [5]は，モチベーションの維持だけではなく，上述した
ポイントプログラムで必要となる金銭的インセンティブを抑
制可能 [6]であり，持続可能性を高めるために重要となる．ま
た，デジタル機器には，位置情報を取得可能な GPS（Global
Positiong Sensor）が搭載されているため，どこを歩いたのか

（注1）：平成 29 年国民健康・栄養調査結果
https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/000351576.pdf

（注2）：複数自治体連携型大規模健幸ポイントプロジェクト
http://www.twr.jp/service/kenkou_point/

（注3）：ダイエットグラフに記録して健康的に痩せよう！　タニタの健康管理サ
イト [からだカルテ] https://www.karadakarute.jp/tanita/index.jsp

（注4）：National Steps Challenge Season 4 is here!
https://www.healthhub.sg/programmes/37/nsc

というライフログ機能を提供することも可能になる．これらの
情報をインターネット上に集約することで，人の動きをヒュー
マンプローブと捉えて，街の動態を把握するために利用するこ
とができるという管理者側のメリットもある（注5）．
インターネット連携の最大のメリットは，同一アプリを使っ

ている人同士で，競い合いや励まし合いができるというメリッ
トが生まれる点である．この機能は，ソーシャルサポートと呼
ばれ，モチベーションの維持に効果的であることがわかってい
る [7], [8]．しかしながら，この機能を使うためにはアプリ上で
友だちになる必要があるため，自治体など不特定多数が参加す
るイベントでは使用しづらい．また，会社などでも，上司や部
下とイベント終了後もずっとアプリ上で情報を共有することは，
ソーシャルハラスメントに繋がる可能性がある．
そのため，自治体 [9]や会社 [10]でのウォーキングイベント

については，専用のアプリケーションを用意して実施すること
が多い．近年では，健康経営支援を謳い文句に，福利厚生のア
ウトソーシジングを請け負う事業者，例えばKENPOS（注6）など
も広がりつつある．しかしながら，部署や研究室などの小さな
グループ，あるいは，一般参加者を中心としたイベント，等に
利用できるものではない．後者については，2015年にローンチ
した Rallyというスタンプラリーシステム（注7）が広がり，小規
模なスタンプラリーイベントは無料で開催できるようになって
いる．しかしながら，ウォーキングや身体活動量に関しては同
様のサービスが存在しない．
そこで，我々は，誰もが手軽にソーシャルサポート機能を

有したウォーキングイベントを開催できるプラットフォーム
Walkus（ウォーカス）を提案，開発した．Walkusは，レイ・
フロンティア社の SilentLog Analytics/SDK（注8）をベースに開
発しており，ユーザに対するライフログ機能と主催者側に対す
る動態分析機能を有している．その上で，任意のイベントを設
定し，発行されたイベントコードを通じて，任意のユーザがイ
ベントを企画，参加できるように設計されている．イベントの
期間やランキングのリセット間隔も，主催者が自由に設定する
ことができる．また，参加者は複数のイベントに同時に参加す
ることもできる．これにより，今までのプラットフォームでは
実現できなかった小規模なグループでの期間限定のウォーキン
グ競争，例えば 2泊 3日の修学旅行で誰が一番歩いたかを競う
など，を簡単に実施することが可能になっている．
以降，2章で関連研究について説明し，3章で開発したWalkus

のシステムについて紹介する．最後に，今後の課題や計画につ
いて述べる．

（注5）：AI位置情報解析プラットフォーム開発のレイ・フロンティア、モビリティ
分野への展開に向け三井物産から 3億円を調達 - THE BRIDGE（ザ・ブリッジ）
https://thebridge.jp/2019/02/rei-frontier-jpy300m-funding-from-mitsui-co

（注6）：みんなの健康応援サイト 『KENPOS』 | 福利厚生アウトソーシング・
各種代行サービスなら│イーウェル
https://www.ewel.co.jp/category/service/kenpos/p796/

（注7）：RALLY - 誰でも簡単！モバイルスタンプラリー
https://rallyapp.jp/

（注8）：SilentLog Analytics/SDK
https://www.rei-frontier.jp/silentloganalytics-sdk/
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2. 関 連 研 究

ここでは関連研究として，社内や自治体のウォーキングに関
する研究及びそのプラットフォームについて考察する．

2. 1 自治体で実施されているウォーキングイベント
これまで日本全国，大小様々な自治体においてウォーキング
イベントが実施されている．1章に記述した健幸ポイントプロ
グラム以外で，有名なものとしては，横浜市が実施している「よ
こはまウォーキングポイント（注9）」，長浜市が実施している「み
んなで一緒にながはま健康ウォーク（注10）」，宇都宮市が実施し
ている「うつのみや健康ポイント（注11）などが挙げられる．よこ
はまウォーキングポイントやながはま健康ウォークは 2014年
から実施されており，前者は 2018年に参加登録者数 30万人を
達成，後者は毎年 1000人前後が参加している．うつのみや健
康ポイントは，2018年 4月から実施され，開始から 1ヶ月でも
年度目標 5000名の半数を突破したことが報告されている（注12）．
こうしたサービスは，自治体ごとに専用のアプリケーションを
開発しており，自治体と関係のない小規模なグループでの期間
限定のイベントで用いることはできない．

2. 2 福利厚生サービスとしてのウォーキング支援サービス
福利厚生サービスとしてのウォーキング支援サービスは，1
章に記述した KENPOS を始めとして，RenoBody ウォーキ
ングイベントサービス（注13）やグッピーヘルスケア [健康ポイン
ト]（注14）などがある．こうした支援サービスは，一般企業を対象
としており，小規模なグループでの期間限定のイベントで用い
ることはできない．

2. 3 ウォーキングの行動変容誘発アプリケーション
金銭的なインセンティブやゲーミフィケーションによって
ウォーキングの行動変容を誘発するアプリケーションとして
は，歩くと懸賞に応募できる aruku&（あるくと）（注15）や，歩
くとビットコンがもらえる Sweatcoin（注16）や FiFiC（注17），ビッ
トにゃんたーず（注18）などがある．実際，ポケモン Goが中年の
歩数を増進させることも明らかになって [11]おり，ゲーミフィ
ケーションが有効であると言える．しかしながら，これらのア
プリケーションは，それぞれのサービス毎に閉じており，小規
模なグループでの期間限定のイベントで用いることはできない．

（注9）：横浜市健康福祉局よこはまウォーキングポイント
https://enjoy-walking.city.yokohama.lg.jp/walkingpoint/

（注10）：みんなで一緒にながはま健康ウォーク | 長浜市
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000003055.html

（注11）：宇都宮市健康ポイント事業 | 歩いて・貯めて・使える健康で愉快だ宇都宮
https://utsunomiya-point.com/

（注12）：開始１カ月、すでに年度目標の半数を突破　宇都宮市健康ポイント事業
https://www.shimotsuke.co.jp/articles/-/26557

（注13）：社員の健康促進サポートならRenoBodyウォーキングイベントサービス
https://renobody.jp/lp/

（注14）：グッピーヘルスケア［健康ポイント］https://guppy.healthcare/biz/

（注15）：1,000 歩ごとに 1 回応募が出来る！毎日あるくとキャンペーン｜
aruku& https://www.arukuto.jp/campaign/arukuto_mainichiarukuto/

（注16）：Sweatcoin | It pays to walk https://sweatco.in/

（注17）：FiFiC ブロックチェーントークンを使った健康促進アプリ
https://www.fific.jp/

（注18）：ビットにゃんたーず https://bitnyanters.io/

3. Walkus（ウォーカス）について

本章では，開発したWalkusについて説明する．まず，機能
要件についてまとめ，実際のアプリケーションについて説明す
る．特に，グループでのウォーキングを支援するソーシャルサ
ポート機能について仕組みを解説する．さらに，管理者側の機
能やヒューマンプローブとしての活用について紹介する．

3. 1 機 能 要 件
Walkusを開発するにあたってこれまでのウォーキング支援

システムを調査し，下記の機能を有するシステムを構築した．
1)常時，運動を計測し，ライフログとして可視化する機能

Fitbit等のウェアラブル機器は，常時，運動を計測できる
が，位置情報までは記録されない．一方，Run Keeperな
どのモバイルアプリケーションは，GPSを用いてどのよ
うな場所，ルートで運動をしたかを記録することが可能
であるが，アプリケーションを起動中のみである．本研
究では，両者の利点を融合し，常時，運動と位置情報を記
録するモバイルアプリケーションを目指す．

2)任意のグループを形成できるソーシャル・サポート機能
Fitbitや Run Keeper等でも，「友だち」として同一アプ
リのユーザを追加することが可能である．しかしながら，
一度友だちになると，ずっと相互に表示されてしまうこと
から，実際に登録するのは親しい友人に限定される．本
研究では，イベント単位で一時的なグループを形成した
り，複数のグループに所属するといったことを可能にす
るシステムを目指す．

3)さまざまな目標を主催者から提示する機能
ウォーキングの目標は，実施する団体によって様々であ
る．例えば，高齢者を中心としたイベントであれば，少し
のウォーキングであってもポイントが付与されると言っ
た柔軟な設定が必要となる．本研究では，主催者側がさ
まざまな目標を柔軟に設定可能なシステムを目指す．

4)イベントの状況をAPIを通じて表示する機能
一般にモバイルアプリケーションを用いたシステムでは，
イベントの状況はモバイルアプリケーション上でしか閲
覧できない．しかしながら，職場内のイベントの場合，職
場のサイネージにランキングを表示したりすることでモ
チベーションの促進が期待できる．そこで，本研究では，
システムにデータ取得用の APIを用意し，外部にイベン
ト状況を表示する機能を有するシステムを目指す．

3. 2 開発したWalkusアプリケーション
Walkusアプリケーションは，iOSおよび Androidに対応し

たモバイルアプリケーションである．基本的な機能としては，
ライフログ機能とソーシャルサポート機能となる．

3. 2. 1 ライフログ機能
図 1は，ライフログ機能のスクリーンショットである．左の

画面は，起動時の画面であり，今日の運動量，これまでの累積
運動量が上部に示されている．その下には，日毎の運動履歴が
数値目標と地図によって表示されている．地図は，真ん中の画
面に示すように，毎日の行動ログを表しており，クリックする
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図 1 ライフログ機能

図 2 ポイントによる運動量の計測

図 3 イベント登録

と右の画面のように，動作（徒歩，滞在，乗り物）に基づき，自
動的にセグメンテーションされた形で表示される．
通常のウォーキングでは，その量を「歩数」という形で計測
する．しかしながら，Walkusでは歩行速度や自転車利用を考
慮するため，運動強度指標であるメッツ（METs: Metabolic
equivalents）（注19）を用いて，活動量という形で計測している．

（注19）：(独) 国立健康・栄養研究所 改訂版『身体活動のメッツ（MET ｓ）表』
https://www.nibiohn.go.jp/files/2011mets.pdf

そして，一日の活動量に基づき，ポイントが付与されるように
なっている．図 2は，ポイントに関する画面を示したものであ
る．ポイント履歴の画面では，日毎に獲得したポイントが示さ
れている．真ん中のグラフの画面では，6 週，12 週，6 ヶ月，
1年という 4つの期間で活動ポイントの推移を見ることができ
る．さらに，ランキングのページでは，歩数，自転車，そして
活動ポイントのランキングが表示される．このような機能によ
り，通勤通学など，通常の生活の中で，自身がどの程度運動し
ているか，出張時にその量はどのように変化するのか，その量
は他人と比べてどの程度違うのかといったことを視覚的に振り
返ることが可能となる．

3. 2. 2 ソーシャルサポート機能
図 2の右側のランキングは，Walkus全ユーザのランキング

であり，知らない人も含まれる．この情報は，全体の中での自
身の位置を知る上では有用であるが，職場など，実環境での知
人同士だけのランキングよりも，励まし合いの効果は薄いと考
えられる．そこで，Walkusでは，誰もが自由にウォーキングイ
ベントを主催できるように設計している．また，複数のウォー
キングイベントに同時に参加することも可能としている．例え
ば，職場のウォーキングイベントに参加しながら，家族内でも
同時に競い合うことが可能である．図 3は，イベント登録の画
面である．イベント登録時に必要な情報は，イベント名，イベ
ントの説明，ランキングリセット区間の情報だけである．これ
らを入力して登録すると，一意のイベントコードが発行される．
そのコードをメールやメッセージで参加者に共有することで，
イベントコードを知っている人だけでのイベントを開催するこ
とが可能となる．

3. 2. 3 管理者の機能
管理者の機能としては，目標となるチャレンジの設定が挙げ

られる．初期のチャレンジとしては，3.3METs-h/日を達成，中
強度運動 15分/日を達成，6700歩/日を達成，などのチャレン
ジが設定されているが，図 4に示すように，さまざまなチャレ
ンジを管理画面から追加できる．

図 4 チャレンジの設定
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図 5 チャレンジの結果

さらに，管理者のダッシュボード画面（図 5）では，さまざ
まなチャレンジをどれくらいの参加者が達成しているかという
情報を閲覧することができる．

3. 3 ヒューマンプローブとしてのWalkus
図 6は，Walkusユーザ 2名の行動ログを可視化したもので
ある．このように，期間とエリアとユーザ（匿名化済み）を指
定して，地図上にプロットできる．現時点では，Walkusのユー
ザ数が少ないため，個別のデータから自宅が推定できる可能性
があったり，疎でありエリア全体を網羅するプローブとして機
能するに至らないという可能性がある．しかしながら，ユーザ
数が増加すれば，網羅性が高まると同時に個々の行動は見えな
くなると考えている．
この機能により，自治体にとっては，ウォーキングイベント
により住民の健康増進を図りつつ，使用頻度の高い駅や道路，
交差点といった地理的な情報や時間帯別の混雑度，エリアへの
流入や流出といった動態を把握するツールとしても利用できる
というメリットがあるため，システムの運用を継続する動機付
けになると考えている．

4. お わ り に

本稿では，ソーシャルサポート機能とライフログ機能を備え
たグループウォーキング支援プラットフォームWalkusについ
て紹介した．このプラットフォームでは、さまざまなグループ
を設定し，そのグループ内でウォーキングを競い合うことがで
きる．また，ライフログ機能によって、自身の運動を振り返る
ことができる．さらに，APIを通じて，グループ内のランキン
グ情報を外部のシステムに表示するといったことも可能となっ

図 6 行動データの可視化

ている．管理者は，利用者/利用グループの健康増進を図れる
と同時に，ヒューマンプローブとして地域の行動分析プラッ
トフォームとして活用することが可能となっている．今後は，
Walkusを用いたイベントを広めていき，チャレンジの設定に
より，どのように人の行動変容を引き起こすことができるのか
について検証していく．また，我々は，このシステムと並行し
て，身体的に安全なウォーキング支援を目的として，心拍変動
の制約に応じて最適な歩行ルートを提案するシステム [12], [13]
や音楽を用いて歩行速度を無意識に変更させるシステム [14]な
どを開発しているため，ウォーキングを推進すると同時に，安
全なウォーキングを実現したいと考えている．

謝 辞

本研究は，JSTさきがけ（JPMJPR1651）の支援のもと実施
されている．

文 献
[1] A.F. Manley, Physical activity and health: A report of the

Surgeon General, Diane Publishing, 1996.
[2] R.R. Pate, M. Pratt, S.N. Blair, W.L. Haskell, C.A. Mac-

era, C. Bouchard, D. Buchner, W. Ettinger, G.W. Heath,
A.C. King, et al., “Physical activity and public health: a
recommendation from the centers for disease control and
prevention and the american college of sports medicine,”
Jama, vol.273, no.5, pp.402–407, 1995.

[3] M.A. Province, E.C. Hadley, M.C. Hornbrook, L.A. Lipsitz,
J.P. Miller, C.D. Mulrow, M.G. Ory, R.W. Sattin, M.E.
Tinetti, S.L. Wolf, et al., “The effects of exercise on falls
in elderly patients: a preplanned meta-analysis of the ficsit
trials,” Jama, vol.273, no.17, pp.1341–1347, 1995.

[4] R.S. Paffenbarger Jr, R. Hyde, A.L. Wing, and C.-c. Hsieh,
“Physical activity, all-cause mortality, and longevity of col-
lege alumni,” New England journal of medicine, vol.314,
no.10, pp.605–613, 1986.

[5] Y. Arakawa and Y. Matsuda, “Gamification mechanism for
enhancing a participatory urban sensing: Survey and practi-
cal results,” Journal of Information Processing, vol.24, no.1,
pp.31–38, 2016.

[6] Y. Ueyama, M. Tamai, Y. Arakawa, and K. Yasumoto,
“Gamification-based incentive mechanism for participatory
sensing,” 2014 IEEE International Conference on Perva-
sive Computing and Communication Workshops (PERCOM
WORKSHOPS)IEEE, pp.98–103 2014.

[7] 山村豊，井上悦子，吉廣卓哉，中川優，“生活習慣病予防のための
sns の仕組みを用いたウォーキング継続支援システム，” 電子情

— 5 —



報通信学会 第 19 回データ工学ワークショップ (DEWS2008)，
pp.A8–6，2008．

[8] E.T. Luhanga, A.A.E. Hippocrate, H. Suwa, Y. Arakawa,
and K. Yasumoto, “Identifying and evaluating user require-
ments for smartphone group fitness applications,” IEEE Ac-
cess, vol.6, pp.3256–3269, 2018.

[9] 大槻涼，鈴木真生，松村耕平，杉山治，多田昌裕，野間春生，黒田
知宏，“歩行習慣獲得を支援するシステムの開発に向けたユーザ
の行動解析，” 第 24 回インタラクティブシステムとソフトウェ
アに関するワークショップ (WISS2016) 論文集，pp.1–A19，
2016．

[10] 石塚宏紀，寺下雅人，小林亜令他，“デジタルチャネルを用いた
自己概念形成への介入による歩行喚起変容手法の検討，” 行動変
容と社会システム vol. 03，vol.2018，pp.1–6，2018．

[11] K. Hino, Y. Asami, and J.S. Lee, “Step counts of middle-
aged and elderly adults for 10 months before and after the
release of pokémon go in yokohama, japan,” Journal of med-
ical Internet research, vol.21, no.2, p.e10724, 2019.

[12] M. Sumida, T. Mizumoto, and K. Yasumoto, “Estimating
heart rate variation during walking with smartphone,” Pro-
ceedings of the 2013 ACM international joint conference on
Pervasive and ubiquitous computingACM, pp.245–254 2013.

[13] S. Maenaka, H. Suwa, Y. Arakawa, and K. Yasumoto,
“Heart rate prediction for easy walking route planning,”
SICE Journal of Control, Measurement, and System Inte-
gration, vol.11, no.4, pp.284–291, 2018.

[14] A. Otsubo, H. Suwa, Y. Arakawa, and K. Yasumoto,
“Beatsync: Walking pace control through beat synchroniza-
tion between music and walking,” 2019 IEEE International
Conference on Pervasive Computing and Communications
Workshops (PerCom Workshops)IEEE, pp.367–369 2019.

— 6 —


